







その他のタイトル On Leadership Theory（I Sixtieth Birthday



































































































基づく「戦後第三の学校経営改革j と位置づけている(小島， 2002a， 2頁)。そして、 iW変革・開







































































































アメリカで学校管理職の力量基準 (standards)を提示した 1S L L C (4)は、その基準を「知識
(knowledge)J r性向(dispositions)J r行動(performances)Jによって構成している。また、ショーン
が「行為の中の省察(reflecting-in-action) J (5)をキーワードとして専門家の「専門性j を伺い遺した
ように、「高度専門職業人としての校長jの「専門性jを意識した大学院教育は、従来の大学院教育
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『学校経営研究』第 29巻 2004 
概念を根本的に伺い直す必要性をはらんでいると思われる。
<注>
(1) その成果は『筑波大学教育学系論集』の第 13巻第 2号(1988)、第 14巻第 i号(1989)、第 16巻
第 i号(1991)、第 16巻第 2号(1992)、第 17巻第 i号(1992)において発表されている。このうち








(2) ジョン・ P・コッター著、梅津祐良訳(1991) W変革するリーダーシップ』ダイヤモンド社。
(3) こうしたカリキュラム構造のアイデアは、小島教授とワーキンググループメンバーである天笠茂、
佐古秀一、牛渡淳、曽余田浩史、浜田博文との数度にわたる検討を経て生み出された。
(4) Interstate School Leaders Licensure Consortiumの略称。詳しくは、浜田博文(1999) iアメリカ
における学校管理職のための資質能力基準-ISLLCスタンダードーム小島弘道編集『外留に
おける学校経営改革の動向~ (平成 10年度筑波大学教育学系特別研究費研究報告書)， 3-11頁を参照。





第 14巻第 i号， 29"'-'66頁0
・小島弘道・浜田博文・片桐路樹(1991) i現代教育改革における学校の自己革新と校長のリーダー
シップに関する基礎的研究(その 3)J W筑波大学教育学系論集』第 16巻第 l号， 17-46頁 0
・小島弘道(2002a)W21世紀の学校経営をデザインする(上)~，教育開発研究所。
・小島弘道(2002b)W21世紀の学校経営をデザインする(下)~，教育開発研究所0
・小島弘道研究代表(2003) W校長の資格・養成と大学院の役割~ (小島研究代表，科学研究費補助金基
盤研究(B)(1)最終報告書)。
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